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P-370 炎症性リンパ節の務部 FDG-PETによる評
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{目的}滋発性勝機に対する臆紫哲j徐の際，手術手技上注意を

要する潟磁のーっとして，炎t産性リンパ節の締動隊や気管支

からの剥線操作が挙げられる.特に締控鏡下手術で総動採を

損傷すると，安全に手衛を遊行することが慰霊童になる.そこ

で，続前 FDG子ETの所見で炎症性リンパ節の存症を予見す

ることが可能か検討した.[方法}原発性筋識で当科にて擁莱・

切除を施行し炎痕性リンパ磁の剥離操作に難おそした 3手街

疲{湾を提示.各々の捺前 FDG-PETの検査結換を比較し共

通点や特護史的所見があるか否かを分析した.[結果}提示症例

中2併の術部 FDG-PETにて 将鱒2車内部および縦賂リンパ

節へびまん性の集識を鎮めたいずれの症鍔も術前線部CT

上，有意なリンパ節騒大はなく，原発巣と比較しリンパ節への

FDG集積は綬度であったa 残り l例は争時前胸部CTおよび手

探所見上，病鱒邸内部に石氏化を伴うリンパ節が存在してい

たが. 術前 FDG-PETでは関節位への換識を認めなかった.

{結論}発慈性リンパ欝の存在を衛部 FDG-PETの検査5所見

により予見できる可能性が示唆された.しかし，転移りンパ節

との鑑別や，石炭化を伴うような織的性変化に対しては.今後

3をなる症例検討が必援と思われた.
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